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シュローダー 
日本ファンド 

第54期 運用報告書(全体版) 
(決算日 2025年２月25日) 

 

 

 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、「シュローダー日本ファンド」は、2025年２

月25日に第54期の決算を行いました。 

ここに、謹んで期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
信託財産の成長を目的として、積極的な
運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
シュローダー日本マザー
ファンド受益証券とします。 

シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

わが国の株式とします。 

組 入 制 限 

当ファンドの 
シュローダー 
日 本 マ ザ ー 
フ ァ ン ド 
組入上限比率 

制限を設けません。 

シュローダー日本 
マザーファンド 
の 株 式 お よ び 
外 貨 建 資 産 の 
組 入 上 限 比 率 

株式への投資は制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は行
いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年２月24日、８月24日、ただ
し当該日が休業日の場合は翌営業日）に、
利子・配当収入と売買益（評価損益を含
みます。）等から基準価額の水準等を勘案
し行います。 
ただし、自動けいぞく投資コースを選択
されている方の場合は、分配金は税金を
差し引いた後、自動的に無手数料で再投
資されます。 
なお、分配を行わない場合があります。 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 
東京都千代田区丸の内１－８－３ 
丸の内トラストタワー本館21階 

http://www.schroders.co.jp/ 

 

当運用報告書に関するお問い合わせ先 

・投資信託営業部 電話番号 03-5293-1323 

・受 付 時 間 9:00～17:00(土・日・祝日は除く) 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 T O P I X※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（東証株価指数、 
配 当 込 み ） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

50期(2023年２月24日) 23,998 0 5.4 3,260.04 2.4 99.7 － 4,204 

51期(2023年８月24日) 27,887 0 16.2 3,802.02 16.6 100.1 0.1 4,500 

52期(2024年２月26日) 31,925 0 14.5 4,494.35 18.2 100.1 0.1 4,847 

53期(2024年８月26日) 32,687 0 2.4 4,526.79 0.7 100.0 0.1 4,758 

54期(2025年２月25日) 33,165 0 1.5 4,687.95 3.6 99.9 0.0 4,630 
 

（注） 基準価額、税込み分配金は１万口当たり。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 T O P I X※ 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

（東証株価指数、 
配 当 込 み ） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年８月26日 32,687 － 4,526.79 － 100.0 0.1 

８月末 33,402 2.2 4,615.06 1.9 99.6 0.1 

９月末 33,244 1.7 4,544.38 0.4 98.9 0.5 

10月末 33,416 2.2 4,629.83 2.3 99.0 0.7 

11月末 33,464 2.4 4,606.07 1.8 99.4 0.7 

12月末 34,898 6.8 4,791.22 5.8 100.3 0.0 

2025年１月末 34,113 4.4 4,797.95 6.0 100.4 0.0 

(期  末)       

2025年２月25日 33,165 1.5 4,687.95 3.6 99.9 0.0 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質組入比率を表示しております。 

（注） 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 

 

※ 当ファンドは、約款でTOPIX（東証株価指数、配当込み）をベンチマークとすることを定めております。 

 ベンチマークとは、ファンドを運用する際、投資成果の基準となる指標のことです。 

 TOPIX（東証株価指数）は、わが国株式市場全体のパフォーマンスを表す代表的な指数です。 

 また、TOPIX（東証株価指数）は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の知的財産であり、この指数の算出、数値の

公表、利用など株価指数に関するすべての権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が有しています。 
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○運用経過 (2024年８月27日～2025年２月25日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算しており、実際の基準価額と異なる場合があります。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、期首（2024年８月26日）の値が基準価額と同一となるように指数化

しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込み）です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

期首32,687円でスタートした基準価額は、33,165円（分配後）で期末を迎え、期首比1.5％（分配金再投資

ベース）の上昇となりました。一方、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、3.6％の上昇

で、当ファンドは、ベンチマークを2.1％下回りました。 

当期は、日本株式市場全般に狭い範囲での一進一退を繰り返しながらも緩やかな上昇基調で推移しました。

基準価額の上昇率はベンチマークに及びませんでしたが同様の経過を辿りました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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・2024年８月初旬に日銀の追加利上げペースに対する警戒感や、米経済指標の軟化を受けて円高株安が加速、

その後の急反発を経て当期は株式市場が均衡水準を探る動きで始まりました。 
・９月は中旬にかけて米国における景気減速懸念から米長期金利が低下し、為替市場で円高が進行したこと

を受けて日本株式は反落となりました。18日（現地時間）に開催されたＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）

で0.5％の利下げが決定されたものの、パウエル議長が利下げを急がない姿勢を示したことから米長期金利

はその後上昇する展開となり、さらに20日の日銀金融政策決定会合後の植田総裁の会見がややハト派スタ
ンスとなったことからドル円レートは再び円安方向へ振れました。 

・10月は27日の衆議院総選挙に向けて与党の苦戦が伝えられ、上値が抑えられる展開となりました。結果は事

前予想をさらに下回る獲得議席数で過半数割れとなりましたが、野党の政策協力を得るために財政拡張的

な政策がとられるとの見方から、リスク回避の売り一色とはならず、買い戻しの動きが見られました。その
後は上期決算発表が本格化し、個別物色の相場となりました。 

・11月以降期末にかけては、米大統領選挙におけるトランプ氏の勝利が一旦は好感されたものの、関税引き上

げの悪影響を懸念する動きや、日銀の追加利上げに対する警戒感などにより一進一退の動きとなりました。 

・12月は円安の進行に加えてホンダと日産による経営統合に向けた協議入りのニュースやトヨタ自動車の
ＲＯＥ（自己資本利益率）20％目標に関する報道もあり、年末にかけて輸送用機器セクターが大きく買われ

相場の戻りを牽引しました。 

・2025年１月以降はトランプ米大統領による関税引き上げ等の政策に対する警戒感から上値が重い展開とな

りました。また、日銀が１月24日の金融政策決定会合で0.25％の追加利上げを行いましたが、事前の織り込
みで波乱の無い動きとなりました。このような中、中国のディープシーク社開発の生成ＡＩ（人工知能）に

よって、今後のＡＩ投資が減少するのではないかとの懸念が台頭し、ＡＩ関連株として買われていた銘柄群

の中には急速に値を崩すものが散見されました。 

・２月に入ると個別銘柄の株価パフォーマンスは明暗を分ける展開となりました。前半は四半期決算の内容
を吟味する流れから始まり、期末にかけては関税引き上げ懸念、円高進行などから加工製造業が売られる一

方で、ゲームやコンテンツ関連株が人気を集めました。 

・セクター別では、上位３業種が、その他製品、銀行業、証券・商品先物取引業で、下位３業種は医薬品、電

気・ガス業、化学となりました。 
 

 

 
・乗用車用タイヤにおける高付加価値セグメントへの注力と、近年の複数のＭ＆Ａを通じて拡大した農業用

タイヤ等オフハイウェイタイヤ事業の強化によって、業界平均を上回る成長性が期待されるものの、株価バ

リュエーション（価値評価）に十分に反映されていないと考えられる横浜ゴムを新たに組み入れました。 

・不採算事業の縮小や売価引き上げ、米州の成長などにより、業績停滞期を抜け出しつつあるフジシールイン
ターナショナルを新たに組み入れました。 

・主力の火災報知設備において国内のストックビジネスが順調に推移していることに加えて、海外でシステ

ム販売の拡大による成長が期待できるホーチキの組入比率を引き上げました。 

・円安メリットを享受しつつも乗用車用タイヤの数量減や南米地域の収益性悪化などにより低調な業績推移
となっているブリヂストンを売却しました。 

・株価上昇により割安感が低下したことを受けて伊藤忠商事の組入比率を引き下げました。 

・受注に力強さが見られず相対的な魅力度が低下したことからアマダを売却しました。   

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドが主要投資対象としているシュローダー日本マザーファンドの運用について 
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※ 上記データは、全てベビーファンドベースです。投資比率は、マザーファンドの投資比率と当ファンドが保有するマザーファンド比率よ

り算出しております。 
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（プラス要因） 

・低ＰＥＲ（株価収益率）や低ＰＢＲ（株価純資産倍率）

などの特徴を持つバリュー株に対するオーバーウェ

イト 

・保険セクターのオーバーウェイト 

・食料品、電気・ガス業、医薬品などのディフェンシブ

セクターのアンダーウェイト 

・投資家向け説明会で株主還元拡充方針について言及

したＴ＆Ｄホールディングスの株価が上昇したこと。 

・主力の不動産管理事業を中心に安定的に収益基盤を

拡充しているスターツコーポレーションの株価が上

昇したこと。 

・衣料品事業の好調継続と雑貨事業の利益率改善が好

意的に受け止められたパルグループホールディング

スの株価が上昇したこと。 

 

（マイナス要因） 

・小型株のオーバーウェイト 

・化学セクターのオーバーウェイト 

・銀行セクターのアンダーウェイト 

・中国におけるアラド戦記モバイルの失速を始めとして主力タイトルの低調な売上見通しを受けて、決算発

表後にネクソンの株価が急落したこと。 

・金利高止まりを背景とした様子見姿勢から足元で米国の戸建需要が低調な推移となっていることで住友林

業の株価が下落したこと。 

・業績好調から大幅な上昇が続いていたニチアスの株価が自社株買いの終了や利益確定の売りにより軟調に

推移したこと。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 当ファンドのベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込

み）です。 
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収益分配金につきましては、基準価額水準、市場動向、信託財産の規模等を考慮し、当期の収益分配は見送

らせていただきました。なお、留保益については、特に制限を設けず、当社の判断に基づき、元本部分と同一

の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第54期 

2024年８月27日～ 
2025年２月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 24,090  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

当ファンドでは個別銘柄に対する調査に基づく中長期の業績見通しや株価の割安度などを重視した銘柄選

択を行い、長期的なリターンを最大化することを意識した運用を行っています。基本戦略は成長性と割安さを

兼ね備えた銘柄の発掘と長期保有です。 

長期の成長性については、定量的なデータに加えて事業モデルの堅牢性や経営者の哲学など定性的な要素

を加味して考察を加えます。また、企業の成長を長い時間軸で捉えるためには、過去に辿ってきた道筋を遡っ

て検証することも重要です。そうした過程の中から企業の本質的な強みや弱みが浮き彫りになってくること

があります。 

割安度については収益予測に基づいたＰＥＲを軸とした上で、様々な評価尺度や手法を参照し、多面的に判

断するよう心掛けています。 

また、市場平均を上回る成績を上げるためには、ポートフォリオ構築や銘柄選択、売買タイミングなどに関

して、市場で支配的な考え方から距離を置き、独自性を追求することも肝要だと考えます。 

第二次トランプ政権発足以降、連日のように政策変更や新方針などが報じられています。長い月日をかけて

形成された国際秩序や、自由貿易を前提とした最適地生産に基づくグローバルサプライチェーンなどが、朝令

暮改のように覆されていく有様にはあらためて驚かされます。第一次トランプ政権時には米中貿易戦争にま

つわる関税引き上げの応酬や貿易上の取引制限の発動などを受けて、影響を受ける企業はどこか？そのイン

パクトは？などの情報が錯綜し、株価が大きく動く局面を経験しました。今回は二周目となるので展開が予想

しやすい面はあるものの、矛先が中国に留まらずカナダやメキシコ、或いは欧州、場合によっては日本へもと

対象国が広がりを見せ、品目についても半導体や鉄鋼、農産物などに留まらず自動車や医薬品などへも飛び火

する様相を呈しています。関税の適用や大幅引き上げによる米国経済自体や米国向け輸出企業に対するマイ

ナスの影響が懸念されますが、施行直前で撤回されたり条件が変更されることも多いため予見可能性を損なっ

ていることも問題です。企業行動においては関税や規制の影響を回避するために先行して在庫確保に動いた

り、設備投資の意思決定を先送りするなど既に様々な影響が出始めていると考えられます。 

そうした環境下で投資家層も神経質になっていることから投資方針の再点検が行われている最中かと想像

します。政治レジームの転換や不確実性の増大によって、資本市場においても過去数年支配的だった基調が転

換したり、これまで重視されなかった側面が脚光を浴びるといったような変化が起こりやすい局面に差し掛

かっているかもしれません。一般的には一定期間継続している既存の支配的なトレンドについては延長を予

想する向きが多数派を形成します。それは人間の心理的特性に基づくことであるとともに、実際にトレンド転

換を言い当てること、特にタイミングを捉えることが難しいことを反映しているようにも思われます。裏を返

せば大多数がトレンド継続を確信している状況下では、正答確率は低くとも当たると利得の大きい、言い換え

れば期待値が大きい投資機会が広がっていると考えることができると思います。現在の状況に照らすと具体

的には米国経済、株式、米ドル一強時代の綻び、マグニフィセント・セブンと称される特定少数銘柄への一極

集中の是正の可能性などが挙げられます。日本株式に関係の深い文脈では円安恩恵銘柄から円高恩恵銘柄へ

の資金シフト、景気敏感株からディフェンシブ株へのセクターローテーション、大型株主導の展開から中小型

株見直し機運の醸成への変化などが思い当たります。こうしたダイナミックなトレンド転換が起こる可能性

に目配りをすると同時に、これまで支配的な投資テーマやトレンドの中で投資家の再点検の末に生き残った

ものについてはトレンドの強化や再加速といった流れに繋がるケースも時折見られるため注意が必要だと考

えています。ポートフォリオとしては突然の政策変更などの影響を受けにくいバランスの取れたものを志向

しつつ、市場に変化の兆候が現れていないか観察していく構えです。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年８月27日～2025年２月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 276  0.816  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (130)  (0.386)  ・ファンドの運用判断、受託会社への指図 
・基準価額の算出ならびに公表 
・ 運用報告書等法定書面の作成、および受益者への情報提供資料の作成等 

 （ 販 売 会 社 ） (130)  (0.386)  ・購入後の情報提供 
・運用報告書等各種書類の交付 
・口座内でのファンドの管理、および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 15)  (0.044)  ・ファンドの財産保管・管理 
・委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.009   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.009)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 9   0.027   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  2)  (0.005)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  7)  (0.022)  ・印刷費用は、印刷会社等に支払う運用報告書作成等に係る費用 

 合 計 288   0.852    

期中の平均基準価額は、33,756円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（親投資信託を除く）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.68％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年８月27日～2025年２月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
シュローダー日本マザーファンド 10,929 63,535 52,579 303,976 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年８月27日～2025年２月25日) 

 

項 目 
当 期 

シュローダー日本マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 14,300,146千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 78,496,375千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.18   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年８月27日～2025年２月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2025年２月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

シュローダー日本マザーファンド 850,360 808,710 4,671,194 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参

照ください。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年２月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

シュローダー日本マザーファンド 4,671,194 100.0 

コール・ローン等、その他 6 0.0 

投資信託財産総額 4,671,200 100.0 
 

（注） 金額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年２月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,671,200,315   

 シュローダー日本マザーファンド(評価額) 4,671,194,561   

 未収入金 5,754   

(B) 負債 40,236,630   

 未払解約金 5,754   

 未払信託報酬 38,952,247   

 その他未払費用 1,278,629   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,630,963,685   

 元本 1,396,319,711   

 次期繰越損益金 3,234,643,974   

(D) 受益権総口数 1,396,319,711口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 33,165円 
 

［元本増減］ 

期首元本額 1,455,860,312円 

期中追加設定元本額 18,915,408円 

期中一部解約元本額 78,456,009円 

○損益の状況 (2024年８月27日～2025年２月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 104,601,975   

 売買益 111,501,415   

 売買損 △    6,899,440   

(B) 信託報酬等 △   40,230,876   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 64,371,099   

(D) 前期繰越損益金 2,102,799,385   

(E) 追加信託差損益金 1,067,473,490   

 (配当等相当額) (  1,196,684,583)  

 (売買損益相当額) (△  129,211,093)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 3,234,643,974   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 3,234,643,974   

 追加信託差損益金 1,067,473,490   

 (配当等相当額) (  1,196,684,583)  

 (売買損益相当額) (△  129,211,093)  

 分配準備積立金 2,167,170,484   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（64,371,099円）、信託約款に規定する収

益 調 整 金 （ 1,196,684,583 円 ） お よ び 分 配 準 備 積 立 金

（2,102,799,385円）より分配対象収益は3,363,855,067円

（10,000口当たり24,090円）ですが、当期に分配した金額はあり

ません。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
＜分配金について＞ 
・収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」
があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本（受益者のファンドの購入価額）と同額または上回る場合は、
分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、
残りの額は普通分配金となります。 

・分配後の受益者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。 
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